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切切片で､アミロイ ドβFt自 (^ β)､ アポ リボ弱 白E(apoE)IAβ1JlJ耶体琵白く^ PP),ユビキチ
ン(Ub)､タウgf白(tau)､グリア絞維性
根ポ自(GFAP)を一次抗体とした免疫敗色
を行った｡Aβに対する免疫無色で30伐の動物に
多数のSPおよびCAAが税訳されたが､23
歳の動物ではいずれも硯かされなかった｡
SPは形態学的にすべて成黙型SPで,中心にコアを持つclassical typeとそれを持たないprlmltl
vetypeが認められた｡またAβの陽性像と一
致ヽしてapoEが沈着していた｡この周囲
にはAPPおよびUbに陽性の腰大神経突起が放
在位に認められた｡さらに周囲にはGF^ P陽性の
アストログリアが硯察され､SPのtPへ突起を
伸張させていた｡tauの陽性俺はいずれの柄
変にも認められなかった｡このようなSPとC
AAの病理所見は他のマカク属､カ
ニクイザルおよびアカゲザルのそれとほぼ一致し
ていた｡(本実験は､
霊長桝の鈴木樹理 ･友永雅己との火同研究である｡)
